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一
九
八
九
年
度
総
会
と
年
金
に
つ
い
て
の
講

演
会
が
、
六
月
三
日

（土
）
午
後

一
時
よ
り
東

京
都
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
講
座
室
に
て
開

か
れ
ま
し
た
。

藤
久
ミ
ネ
理
事
の
司
会
に
よ
り
、
会
員
七
四

九
人
、
総
会
出
席
者

一
〇
七
人
、
委
任
状
三
二

二
人
、
計
四
二

一
人
、
過
半
数
の
出
席
を
得
て

総
会
成
立
が
宣
言
さ
れ
、
議
長
に
樋
口
恵
子
代

表
を
選
出
、
ま
ず
金
谷
千
都
子
理
事
か
ら

一
九

八
八
年
度
の
活
動
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

定
例
の
女
性
に
よ
る
老
人
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
、
そ
れ
を
も
と
に
要
望
書
を
厚
生
省

に
提
出
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
研
究
会
四
回
目
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
活
動
の
他
に
、
昨
年
の

新
た
な
活
動
と
し
て
老
人
医
療
勉
強
会
が
始
め

ら
れ
、
回
を
重
ね
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

次
に
会
計
担
当
の
清
水
和
子
理
事
よ
り
決
算

報
告
、
藤
原
房
子
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
藤
原
監
事
の
報
告
で
は

「科
目
別
に

見
る
と
超
黒
字
の
と
こ
ろ
と
赤
字
の
と
こ
ろ
が

あ
る
。
例
え
ば
研
究
活
動
費
や
会
員
対‐
策
費
は
、

予
算
を
下
回
る
支
出
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ

に
た
ず
さ
わ
る
理
事
、
運
営
委
員
、
会
員
が
手

弁
当
で
参
加
し
て
下
さ
っ
た
た
め
に
黒
字
と
な
っ

て
お
り
、
活
動
の
停
滞
を
意
味
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
赤
字
に
な

っ
た
科
目
の
印
刷

物
製
作
費
は
、
会
員
増
に
よ
る
会
報
の
追
加
印

刷

・
報
告
書
が
大
変
好
評
に
よ
り
そ
の
増
刷
な

ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
全
体
と
し
て

健
全
な
状
況
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。次

い
で
樋
日
代
表
よ
り
今
年
度
の
活
動
計
画

案
の
発
表
。
ま
ず
今
年
は
香
川
の
会
員
の
方
た

ち
の
ご
努
力
で
、
第
八
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
香

川
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
他
研
究
活
動
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の
充
実

（
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
老
女
像
の
研

究
や
老
い
の
コ
ス
ト
実
態
調
査
）、
出
版
、
地
域

グ
ル
ー
プ
と
介
護
手
当
を
テ
ー
マ
と
し
た
交
流
、

政
策
提
言
活
動
な
ど
の
積
極
的
な
展
開
が
提
案
、

次
に
予
算
案
も
質
疑
応
答
の
後
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
香
川
県
の
実
行
委
員
会

「
か
が
わ

女
性
会
議
」
を
代
表
し
て
、
会
員
の
野
田
法
子

さ
ん
、
森
久
美
子
さ
ん
が

「皆
さ
ま
ぜ
ひ
香
川

へ
」
と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
、
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

（芹
沢
茂
登
子
記
）

「私
の
老
い
方
私
が
決
め
る
」
Ｆ
」
ん
な
町
で

共
に
老

い
た
い
」
―
―
高
松
と
東
京
と
電
話
や

手
紙
や
人
間
が
往

っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
、

こ
と
し
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
が
固
ま

っ

て
き
ま
し
た
。

豊
か
さ
の
中
身
が
問

い
直
さ
れ
る
こ
の
ご
ろ

で
す
が
、
豊
か
な
社
会
の
土
台
と
し
て
、
老
い

た
り
障
害
を
持

っ
た
り
し
た
と
き
、
ど
れ
だ
け

普
通
の
生
き
方
が
続
け
ら
れ
る
条
件
が
あ
る
か
、

そ
れ
が
重
要
な
豊
か
さ
の
尺
度
と
な
る
と
思
い

ま
す
。
ひ
と
く
ち
で
言
え
ば
、
ノ
ー
マ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
こ
の
こ
と

ば
を
使
う
と
き
、
高
齢
者
自
身
の
意
思
に
よ
る

選
択
が
ど
の
程
度
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
か
は
や

や
疑
間
が
あ
り
ま
し
た
。
高
齢
者
に
と
っ
て
の

あ
ら
ま
ほ
し
い
生
き
方
は
、
本
人
自
身
が
選
び

と
る
、
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
根
底
に
据

え
て
、
ノ
ー
マ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
道
を
確
立
し

た
い
と
思
い
ま
す
０
老
い
て
い
く
側
が
、
自
分

自
身
を
持

っ
て
、
選
択
で
き
る
よ
う
な
自
立
心

を
育
て
る
自
己
教
育
、
自
己
改
革
の
重
要
さ
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

多
様
な
選
択
肢
の
中
か
ら
自
分
の
老
い
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
た
め
に
は
、
公
的
な
支
え
を
土
台

と
し
て
、
多
様
な
条
件
整
備
が
必
要
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
各
自
治
体
と
住
民
、
企
業
を
合
め
て

ア
イ
デ
ア
と
実
行
力
が
も
の
を
言
う
時
代
に
な

る
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
こ
ん

な
町
で
老
い
た
い
、
と
い
う
地
域
の
実
例
を
ど

う
ぞ
た
く
さ
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

こ
ん
な
例
が
あ
る
、
と
い
う
方
は
事
務
局
へ
ご

一
報
下
さ
い
。

今
年
度
は
息
の
長
い
取
り
組
み
と
し
て
二
つ

の
研
究
テ
ー
マ
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。　
一
つ
は

高
齢
化
社
会
の
家
計
の
中
か
ら
、
介
護
費
用
、

と
く
に
在
宅

（入
院
も
含
む
）
で
み
と
る
と
き

の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
資
料
を
、
家

計
簿
を
つ
け
る
女
性
た
ち
の
力
で
整
え
て
、
政

策
提
言
の
資
料
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
ご
経
験
を
お
持
ち
で
資
料
の
あ
る
方
、

あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
研
究
グ
ル
ー
プ
で
活
動

し
た
い
と
思
う
方
は
、
事
務
局

へ
お
便
り
く
だ

さ
い
。

も
う

一
つ
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

（と
く
に
Ｔ
Ｖ
）

に
あ
ら
わ
れ
た
老
人
像

（と
く
に
老
女
像
）
の

実
態
調
査
で
す
。
テ
レ
ビ
の
前
に
座

っ
て
モ
ニ

タ
ー
し
て
み
よ
う
と
い
う
方
、
こ
ん
な
番
組
、

こ
ん
な
Ｃ
Ｍ
が
気
に
な
る
と
い
う
方
、
ま
た
こ

ん
な
研
究
グ
ル
ー
プ
に
加
わ

っ
て
み
よ
う
と
い

う
方
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
も
事
務
局
に
ご
連
絡
下

さ
い
。
新
た
な
研
究
が
私
た
ち
共
有
の

「老
い

の
資
産
」
と
し
て
積
立
て
ら
れ
ま
す
よ
う
願

っ

て
い
ま
す
。

ををITI
袋」 |キ |

あ |か |

督権 |ち |

±__1三J
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1988(昭和63)年度決算報告

収 入 の 部

科   目 予 算 決  算 増  減 備 考

前 年 度繰 越 金 6,501,857 6,501,857 0

会議 (合入会金 ) 3,523,500 4,043,500 520,000

印 刷 物 売 上 800,000 1,463,130 663,130

雑 収 入 400,000 402,907 2,907

小  計 11,225,357 12,411,394 1,186,037

イベント参加費 1,200,000 1,896,400 696,400

計 12,425,357 14,307,794 1,882,437

支 出 の 部

科  目 予 算 決  算 増 減 備 考

会 報 製 作 費 540,000 636,650 96,650

研 究 活 動 費 1,000,000 201,611 △798,389

会 員 対 策 費 600,000 201,320 A398,680

印刷 物 製作 費 1,000,000 1,278,930 278,930

総 会 費 100,000 94,340 A5,660

人 件 費 1,850,000 1,611,040 A238,960

旅 費 交 通 費 50,000 5,700 A44,300

送 料 通 信 費 600,000 793,991 193,991

水 道 光 熱 費 75,000 39,644 A35,356

貸  借  料 480,000 480,000 0 特別積立金ヘ

事  務  費 170,000 177,033 7,033

雑 費 80,000 112,494 32,494

/Jヽ    言十 6,545,000 5,632,753 △ 912,247

修 繕 積 立 金 36,000 36,000 0

予 備 費 3,244,357 0 △3,244,357

イ ベ ン ト 費 2,600,000 2,186,161 △413,839

次 期 繰 越 金 6,452,880 6,452,880 内240万は特別積立金

計 12,425,357 14,307,794 1,882,437
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:989(平成元)年度予算案

収 入 の 部

科   目 予 算 備 考

前年度繰越金 4,052,880

特別積立金2,400,000

会 費 収 入 4,296,000 個人会員689名、 @6,000× 689=4,134,000

印 税 収 入 225,000 風に向かって生 きた女たち (仮題 )

印 刷 物 売 上 1,200,000 報告集、会報、資料等売上

雑  収  入 150,000 カンパ、受取利息等

小    計 12,323,880

イベント収入 1,000,000 香川 シンポ売上本会割当分 (1000× 1000)

計 13,323,880

支 出 の 部

科   目 予 算 備 考

会 報 製 作 費 720,000 隔月発行、印刷費 8万 ×6、 取材編集費 4万 ×6

研 究 活 動 費 700,000 有老研、医療勉強会、他研究会 2件、調査費等

会 員 対 策 費 300,000 地方へ出張 3回各 3名 、オープンハウス12回他

印刷物製作費 1,200,000 報告集、シルバーライフガイドブック、後悔 しない終の棲処等

総  会  費 120,000

人  件  費 2,000,000 事務局専従 2名 、VT等

旅 費 交 通 費 100,000

送 料 通 信 費 900,000 電話代、切手、送料

水 道 光 熱 費 80,000 電気代、ガス代、水道代等

貸  借  料 480,000 月 4万 ×12(特別積立金へ移行)

事  務  費 450,000 コピー機 リース代、ファックス導入、文具消耗品代等

雑 費 220,000 管理費12,450× 12ケ 月、日常雑費、お茶等

小  計 7,270,000

修 繕 積 立 金 36,000

予  備  費 3,517,880

イベ ン ト費 2,500,000

計 13,323,880
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久
野
万
太
郎
氏

・
島
田
と
み
子
氏
講
演
会

「年
金
制
度
改
正
の
狙
い
と
内
容
」

総
会
に
ひ
き
つ
づ
き
、
二
人
の
講
師
を
お
招

き
し
て
年
金
に
つ
い
て
の
講
演
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
は
、
経
済
評
論
家
で
当
会
の
会
員
で

も
あ
る
久
野
万
太
郎
さ
ん
、　
一
九
八
六
年
四
月

一
日
か
ら
改
正
さ
れ
た
年
金
制
度
に
つ
い
て

「私

は
怒

っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
二
つ
の
問
題
点
を

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
第

一
は
、
厚
生
年
金
六
十
五
歳
支
給
開

始
の
問
題
。
迫
り
く
る
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応

と
し
て
、
今
回
の
年
金
制
度
の
改
正
は
、
「年
金

を
減
量
す
る
」
「格
差
の
是
正
を
は
か
る
」
を
目

的
と
ｔ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
具
体
化
の

一
つ
が

厚
生
年
金
支
給
年
齢
の
六
十
五
歳
案
で
す
。
し

か
し
、
定
年
は
未
だ
五
十
八
歳
の
と
こ
ろ
も
多

く
、
六
十
歳
は
六
〇
％
の
現
実
で
す
。
と
な
る

と
定
年
後
、
年
金
支
給
ま
で
五
年
も
食
い
つ
な

い
で
い
く
こ
と
は
大
問
題
で
あ
り
、
響
同齢
者
雇

用
の
条
件
を
ま
ず
整
備
し
て
か
ら
実
施
す
べ
し
」

と
、
久
野
さ
ん
は
力
説
さ
れ
ま
す
。

第
二
は
、
厚
生
年
金
と
共
済
年
金
の

一
元
化

の
問
題
。
毎
年
二
千
億
の
赤
字
を
抱
え
る
Ｊ
Ｒ

の
鉄
道
共
済
、
そ
の
共
済
年
金
と
厚
生
年
金
を

一
元
化
す
る
こ
と
は
、
赤
字
の
や
り
く
り
を
厚

生
年
金
に
肩
替
わ
り
さ
せ
る
も
の
で
、
こ
れ
が

実
施
さ
れ
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
い
う
警

告
。
第
二
は
、
新
制
度
に
よ
り
掛
け
金
が
非
常

に
高
く
な

っ
た
。
そ
れ
を
支
払
え
る
の
は
、
大

自
営
業
主
や
大
商
店
主
で
あ
る
こ
と
が
問
題
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

次
は
、
わ
が
会
の
理
事
、島
田
と
み
子
さ
ん
（東

海
大
教
授
）
の
講
演

「女
性
年
金
権
の
ゆ
く
え
」。

①
女
性
年
金
に
つ
い
て
の
経
過
―
今
ま
で
働
く

女
性
に
は
厚
生
年
金
が
あ

っ
た
が
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
無
業
の
妻
に
年
金
権
は
な
く
、
老
後
を

夫
の
年
金
に
よ

っ
て
扶
養
さ
れ
る
の
み
で
あ

っ

た
。　
一
九
六

一
年
、
国
民
年
金
が
発
足
、
農
業
、

商
業
な
ど
の
自
営
業
者
は
夫
婦
そ
ろ
っ
て
強
制

加
入
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
妻
に
も
国
民
年
金
強
制
加
入
を
」
と
い
う
論

議
が
起
き
た
が
、
結
果
と
し
て
任
意
加
入
の
方

策
が
う
ち
出
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
任
意
加
入

し
た
。
こ
う
し
た
経
過
が
あ

っ
て
、
新
制
度
で

は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
国
民

が
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
そ
の
部
分
を
基
礎

年
金
と
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
は
そ
の

上
に
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
が
上
の
せ
さ
れ
る

と
い
う
三
階
建
て
シ
ス
テ
ム
と
な

っ
た
。
か
く

し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
も
必
然
的
に
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
年
金
水
準

は
夫
婦
二
人
分
の
年
金
を
合
わ
せ
た
世
帯
の
年

金
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

②

一
方
、
未
亡
人
、
離
婚
し
た
女
性
で
被
傭
者

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
女
性
は
、　
い
か
に
生

活
が
苦
し
く
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
自

分
で
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
離
婚
し
た
場
合
、
五
二
、
七
〇
〇
円
の
国

民
年
金
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
額
で
生
活

で
き
な
い
た
め
、
離
婚
時
点
で
夫
の
厚
生
年
金

の
三
分
の

一
は
妻
の
も
の
に
す
る
こ
と
な
ど
が

必
要
。

③
男
女
の
厚
生
年
金
の
差
―
平
均
額
は
男
性

一

四
九
、
二
五
二
円
、
女
性
八
六
、　
一
〇
三
円
で
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女
性
は
非
常
に
低

い
。
こ
れ
は
女
性
の
賃
金
が

低

い
こ
と
、
加
入
年
月
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
。

出
産
に
よ
る
退
職
と
プ
ラ
ン
ク
が
加
入
年
月
の

少
な
さ
に
通
じ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
、

ド
イ
ツ
で
は
子
ど
も

一
人
に
つ
き

一
年
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
子
ど
も
二
人
な
ら
二
年
分
の
年
金
加

入
扱
い
が
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
も
合
め
て
、

安
心
し
て
長
期
に
働
け
る
雇
用
体
制
を
確
保
す

べ
き
で
あ
る
。

以
上
が
講
義

の
ご
く

一
部
で
、
こ
の
後
会
場

か
ら
共
働
き
の
場
合
、
離
婚
し
た
場
合
、
遺
族

年
金
の
場
合
、
加
入
期
間
が
不
足
し
て
い
る
場

合
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
質
問
が
続
出
、
両

先
生
に
お
答
え

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
両
先
生
の
ご
著
書
を
紹
介
し
ま
す
。
『妻

た
ち
の
年
金
』
（久
野
万
太
郎
著
　
ぎ
ょ
う
せ
い

一
、
五
〇
〇
円
）
、
「年
金
が
語
る
女
の

一
生
』

（島
田
と
み
子
著
　
朝
日
新
聞
社

　

一
、　
一
〇

〇
円
）

（芹
沢
茂
登
子
）

一Ａ
Ｗ
Ｉ

第
二
回
老
人
医
療
勉
強
会
報
告

高

木

俊

明
氏

厚
生
省
大
臣
官
房
老
人
保
健
福
祉
部
企
画
課
長

「老
人
医
療
行
政
の
現
状
と
課
題
」

高
木
氏
の
お
話
は
、
ま
ず

「老
人
保
健
福
祉

部
」
の
説
明
か
ら
始
ま

っ
た
。
こ
の
セ
ク
シ
ョ

ン
名
に
こ
そ
、
今
後
の
老
人
医
療
行
政
の
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
厚
生
省
の
保

健
医
療
局
の
老
人
保
健
部
と
社
会
局
の
老
人
福

祉
課
を
、
い
わ
ば

″
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
止
め
た
″

よ
う
な
形
で
、
昨
年
七
月
に
発
足
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
局
に
な
る
予
定
と
い
う
こ
と

で
あ

っ
た
。
高
齢
者
に
対
す
る
保
健

。
医
療

・

福
祉
政
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
、
「長
生
き
し

て
良
か
っ
た
」
と
言
え
る
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
た
い
と
高
木
氏
は
明
言
さ
れ
た
。
（以
下
講
義

要
約
）

老
人
保
健
制
度
と
医
療
費
の
動
向

老
人
保
健
制
度
は
昭
和
五
十
八
年
二
月
に
創

設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化

が
過
剰
受
診
を
招
き
、
国
保
の
財
政
を
圧
迫
し

た
こ
と
を
見
直
し
、
治
療
中
心
か
ら
予
防
重
視

へ
と
医
療
行
政
の
転
換
を
図

っ
た
も
の
で
あ

っ

た
。
こ
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
患
者
の

一
部
負

担
が
復
活
し
、
医
療
保
険
各
制
度
間
の
負
担
の

公
平
化
も
図
ら
れ
た
が
、
老
人
医
療
費
は
依
然

と
し
て
増
え
続
け
て
お
り
、
現
在
で
は
年
間
約

五
兆
円
に
も
上

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
四
十

八
年
を
基
準
と
し
て
み
る
と
、
実
に
十

一
倍
と

な

っ
て
い
る
。
老
人
人
口
が
毎
年
四
％
く
ら
い

ず
つ
増
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
こ
れ
か
ら

も
医
療
費
は
ま
だ
ま
だ
増
え
続
け
る
と
覚
悟
じ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
膨
大
な
医

療
費
の
国
民
負
担
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
ど
の
よ

う
に
し
て
得
て
ゆ
く
か
が
老
人
医
療
行
政
の
今

後
の
課
題
で
あ
る
ｃ

な
お
、
こ
の
制
度
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
老
人

保
健
施
設
は
現
在
ま
で
に
全
国
で
約
七
〇
カ
所
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オ
ー
プ
ン
し
、
将
来
的
に
は
二
六
～
三
〇
万
ベ
ッ

ド
の
確
保
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

今
後
の
老
人
医
療
を
考
え
る
視
点

現
在
の
医
学
教
育
は
急
性
期
の
患
者
を
治
す

こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
医

学
教
育
を
見
直
し
、
老
年
医
学
の
研
究

・
教
育

を
充
実
す
る
た
め
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
検

討
中
で
あ
る
。

寝
た
き
り
老
人
を

つ
く
ら
な
い
た
め
に
は
、

介
護
の
問
題
を
重
視
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

病
院
に
お
い
て
も
介
護
に
費
用
を
か
け
、
在
宅

後
は
特
養
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
配
置
し
、
デ

イ
ケ
ア
と
在
宅
に
効
率
よ
く
稼
働
す
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
も
考
え
た
い
。

質
疑
で
は

″
お
世
話
料
″
の
こ
と
が
指
摘
さ

れ
た
。
厚
生
省
で
は
、
保
険
外
負
担
に
つ
い
て

は
そ
の
内
容
を
患
者
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
特

養
ホ
ー
ム
か
ら
入
院
し
た
場
合
、
三
カ
月
を
超

え
る
と
措
置
が
打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
現
状
が

訴
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
会
場
の
医

師

（会
員
）
か
ら

「医
療
の
厚
い
特
養
も
増
え

て
き
て
い
て
、
特
養
も

″終
の
住
処
″
と
な
り

得
る
」
と
い
う
力
強
い
発
言
が
あ

っ
た
。
ま
た
、

在
宅
医
療
関
係
者
か
ら
は
、
訪
間
看
護
指
導
の

徹
底
、
訪
間
リ

ハ
ビ
リ
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ

た
。
最
後
に
代
表
が
付
添
婦
に
よ
る

″
い
じ
め
″

の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
。
Ｆ
」れ
に
は
労
働
者
と

し
て
の
付
添
婦
の
人
権
問
題
と
老
人
の
人
権
問

題
が
重
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
、
医
療
と
介
護

に
関
す
る

一
連
の
問
題
を
ま
と
め
て
、
年
内
に

は
厚
生
省
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
い
」
と
し
め

く
く

っ
た
。

■
本
の
自
己
紹
介
■

『
女
性

ニ

ュ
ー

ワ
ー

ク
論

』

金
森
ト
シ
エ
・
天
野
正
子

藤
原
房
子

・
久
場
嬉
子
共
著

（有
斐
閣
　
一
、
五
〇
〇
円
）

地
域
で
長
年
積
み
重
ね
た
学
習
活
動
、
そ
れ

を
発
展
さ
せ
た
消
費

・
福
祉

・
保
育
な
ど
に
か

か
わ
る
実
践
活
動
、
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
収
入
の
伴
う
良
心
的
な
仕
事
づ
く
り
を
仲
間

と
地
域
で
試
み
る
女
性

・
主
婦
グ
ル
ー
プ
が
ふ

え
つ
つ
あ
る
。
手
づ
く
り
の
仕
出
し
弁
当
業
、

老
人
や
障
害
者
用
の
衣
料
仕
立
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
な
ど
、
人
間
ら
し
い
地
域
づ
く
り
と
主
体
的

な
働
き
方
へ
の

″志
″
を
こ
め
た

″
ニ
ュ
ー
ワ
ー

ク
″
の
事
例
、
成
否
の
条
件
と
と
も
に
パ
ー
ト

タ
イ
ム
福
祉
職
を
合
め
て
今
後
を
展
望
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
森
ト
シ
エ
）

ケ
ア
も
厚
み
を
増
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
今
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（長
藤
葉
子
）

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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男

・
老

い
を
語
る

周
り
の
女
性
に
教
え
ら
れ
た

老
い
構
え

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
自
分
が
長
生
き
す
る

と
思

っ
た
こ
と
は

一
度
も
な
か

っ
た
の
で
、
最

初
に
老
い
を
意
識
し
た
の
は
自
分
自
身
に
つ
い

て
で
は
な
く
て
、
周
り
の
女
性
た
ち
に
つ
い
て

で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
夫
の
死
後
女
手
ひ
と
つ
で
私
と
妹
を

育
て
、
人
生
の
後
半
は
私
の
二
人
の
息
子
の
養

育
に
当

っ
て
く
れ
た
母
の
老
い
で
あ
り
、
結
婚

後
も
働
き
続
け
た
妻
の
老
い
で
あ
り
、
私
の
事

務
所
を
支
え
て
き
た
妹
の
老
い
だ

っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
私
の
映
画
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
メ
リ
カ
で
上
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

海
外
へ
旅
す
る
こ
と
が
増
え
、
そ
こ
で
は
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
や
映
画
で
活
躍
す
る
女
性
が
多
か
っ

た
か
ら
、
自
然
に
女
性
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

大
島
　
渚

こ
の
二
つ
の
理
由
で
私
の
な
か
に
十
分
な
受

入
れ
態
度
が
と
と
の
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
テ

レ
ビ
の

「女
の
学
校
」
と
い
う
主
と
し
て
女
性

む
け
の
身
の
上
相
談
番
組
の
仕
事
が
は
じ
ま
り
、

そ
れ
を
通
じ
て
女
性
た
ち
と
つ
き
あ
う
機
会
が

急
激
に
ふ
え
た
。

そ
の
時
私
は
自
分
で
は
意
識
し
な
か
っ
た
が
、

こ
の
こ
と
は
私
の
老
い
へ
の
準
備
に
な

っ
た
よ

う
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
普
通
に
は
男
が
老
い
を
意
識

す
る
の
は
定
年
と
か
か
わ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、

老
い
へ
の
準
備
は
そ
の
時
か
ら
は
じ
ま
る
か
ら

で
あ
る
。
私
は
そ
れ
よ
り
か
な
り
早
く
期
せ
ず

し
て
老
い
の
準
備
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

定
年
と
は
何
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
男
は
そ

こ
で
そ
れ
ま
で
の
会
社
本
位
、
仕
事
中
心
の
生

活
か
ら
自
分
本
位
、
家
庭
中
心
の
生
活
へ
と
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
転
換
は

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
す
で
に
遅
す
ぎ

る
場
合
が
多
い
の
だ
。

私
の
場
合
は
早
か
っ
た
か
ら
、
自
然
に
転
移

で
き
た
と
思
う
。
私
が
長
生
き
で
き
る
と
思

っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
曽
祖
父
、
祖

父
、
父
と
三
代
に
わ
た

っ
て
早
死
に
だ
っ
た
か

ら
だ
が
、
私
は
今
や
そ
の
人
た
ち
の
年
齢
を
越

え
た
。
「蜜
の
よ
う
な
時
間
」
と
い
う
の
は
敬
愛

す
る
澤
地
久
枝
さ
ん
の
言
葉
だ
が
、
私
も
そ
の

よ
う
な
甘
い
時
間
の
中
で
老
い
を
迎
え
た
い
。

（映
画
監
督
）

-8-



二
月
五
日
か
ら

一
週
間
、
船
エ
イ
ジ
ン
グ
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る

「
デ
ン
マ
ー
ク

高
齢
者
福
祉
事
情
視
察
団
」
の

一
行
十
二
人
と

共
に
、
福
祉
先
進
国
デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
問
し
た
。

ま
ず
、
日
本
の
厚
生
省
に
当
た
る
社
会
福
祉

省
で
、
国
の
政
策
を
聞
い
た
。
重
点
目
標
は
、

個
人
の
生
活
の
質
を
守
り
、
残
存
能
力
を
生
か

し
て
人
生
を
全
う
す
る
よ
う
ケ
ア
を
す
る
。
年

金
は
六
十
七
歳
か
ら
全
員
に
支
給
す
る
。
高
齢

者
用
住
宅

を
造
る
。

ア
パ
ー
ト

等
の
家
賃

は
、
収
入

の
十
五
％

を
超
え
る

部
分
を
補

助
す
る
。

住
宅
改
造

費
は
無
料
“

ケ
ア
が
必
要
な
人
の
住
宅
と
し
て
、
シ
ャ
ワ
ー

・

ト
イ
レ
完
備
で
、
２
Ｄ
Ｋ
の
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー

ム

（特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
。
市

・
県
営
住
宅

が
、
そ
の
ま
ま
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
と
い
う
感

じ
）
が
、
全
国
で
五
万
室

（個
室
な
の
で
五
万

人
分
）
あ
る
が
、
今
後
は
、
「在
宅
二
十
四
時
間

ケ
ア
」
に
す
る
方
針
で
あ
り
、　
ヘ
ル
パ
ー
料
な

ど
今
年
か
ら
無
料
。
従

っ
て
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー

ム
は
造
ら
な
い
。
「在
宅
の
方
が
経
済
的
で
、
人

間
的
」
と
、
お
役
人
さ
ん
は
言

っ
た
。

「
在
宅
」
と
は
、
日
本

の
よ
う
に
家
族
を
当

て
に
す
る
の
で
は
な
く
、
市
の
判
定
委
員
会
で
、

本
人
と
話
し
合

っ
て
カ
ル
テ
を
作
り
、　
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
行
な
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

で
は
、
実
情
は
ど
う
な
の
か
と
、
グ
ラ
ゼ
サ
ッ

ク
ス
市
の
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
に
住
む
八
十
八

歳
の
イ
ン
グ
ポ
ル
グ
さ
ん
宅
を
訪
問
し
た
。
リ
ュ
ー

マ
チ
の
た
め
足
が
不
自
由
な
の
で
、
外
出
時
に

電
動
車

い
す
を
使

っ
て
い
る
が
、
段
差
の
な

い

小
ぎ
れ
い
な
２
Ｄ
Ｋ
の
室
内
に
配
置
さ
れ
て
い

る
家
具
や
調
度
品
は
、
す
べ
て
彼
女
の
持
ち
物

だ
と

い
う
。

派
遣
さ
れ
る

ヘ
ル
パ
ー
は

一
日
に
三
回
。
朝
、

起
こ
す
。
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
す
る
。
夜
は

寝
か
せ
に
来
る
と
の
こ
と
。
食
事
は

一
日

一
回

だ
が
、
暖
か
い
昼
食
が
配
食
さ
れ
る
。
し
か
も

一
年
中
で
あ
る
。
電
話
は
二
台
あ
り
、
緊
急
用

の
ベ
ル
の
装
置
も
身
近
か
に
あ
る
。
車
い
す
な

ど
の
各
種
生
活
補
助
器
具
は
、
す
べ
て
無
料
で

貸
与
さ
れ
る
。

ヘ
ル
パ
ー
の
数
は
、
全
国
で
約
二
万
三
千
人
。

訪
問
看
護
婦
は
約
二
千
九
百
人
。
人
口
は
約
五

一
〇
万
人
で
高
齢
化
率

一
五
％
だ
が
、
驚
く
ば

か
り
の
人
数
で
あ
る
。
車
い
す
な
ど
の
生
活
補

助
器
具
セ
ン
タ
ー
は
、
各
市
に
設
置
さ
れ
て
い

２つ
。こ

の
よ
う
に

「在
宅
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
が
整
っ

て
い
る
の
で

「寝
た
き
り
老
人
は
い
な
い
」
の

で
あ
る
。

「税
金
は
高

い
け
ど
、
医
療
や
教
育
、
そ
し

て
福
祉
も
無
料
な
の
で
安
心
。
貯
金
は
旅
行
費

用
だ
け
」
と
い
う

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
笑
顔
が
印

象
的
だ

っ
た
。

ほ
ぼ
完
全
に
近

い
デ
ン
マ
ー
ク
福
祉
だ
が
、

新
し
い
日
本
型
福
祉
に
ぜ
ひ
取
り
入
れ
た
い
、

と
思

っ
た
。

■訪間看置を受けるインゲボルグさん (38歳 )
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『向
き
合
う
人
生
』
　

　

　

小
林
　
博
編
著

（は
ま
の
出
版
　
一
、
五
〇
〇
円
）

夫
婦
、
き
ょ
う
だ
い
ヽ
親
子
、
師
弟
、
友
人
、

仕
事
仲
間
―
―
人
生
の
伴
走
者
と
も
い
う
べ
き

ご
く
親
し
い
人
間
関
係
の
中
で
、
人
は
ど
の
よ

う
に
そ
の
人
と
人
生
を
分
か
ち
合
い
、
支
え
合
っ

て
生
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
作
家
、
画
家
、
学
者
、

伝
統
芸
能
の
担
い
手
、
俳
優
な
ど
多
様
な
世
界

に
生
き
る
著
名
人
と

「向
き
合
う
」
人
と
が
語

り
合
う
―
―
と
言
え
ば
、
「あ
あ
、
あ
の
朝
日
新

間
の
」
と
思
い
出
す
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

今
も
好
評
連
載
中
の
既
載
分
が

一
冊
の
本
に
ま

と
ま

っ
た
。
九
五
組

一
九
〇
人
の
人
生
が
そ
れ

ぞ
れ
の
日
か
ら
語
ら
れ
る
の
を
ま
と
め
て
読
む

と
、
そ
れ
だ
け
で
さ
な
が
ら
人
生
の
万
華
鏡
。

一
人

一
人
の
人
生
の
体
重
の
か
か
っ
た
、
そ
の

人
な
ら
で
は
の
こ
と
ば
を
選
び
取
っ
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ワ
ー
た
ち
の
腕
も
冴
え
て
い
る
。
そ
し
て

単
な
る
仲
よ
し
物
語
で
は
な
く
、
共
に
生
き
る

し
あ
わ
せ
の
も
と
は
結
局
自
分
の
生
き
方
、
と

い
う
自
立
の
意
味
が
、
理
屈
で
な
く
伝
わ

っ
て

く
る
と
こ
ろ
が
こ
の
本
の
重
み
で
あ
ろ
う
。
編

著
者
の
小
林
博
記
者
は
当
会
の
セ
ミ
ナ
ー

・
ツ

ア
ー
に
も
同
行
し
て
い
る
。

（樋
口
恵
子
記
）

『６５
歳
か
ら
の
い
き
い
き
人
間
宣
言

―
―
わ
た
し
た
ち
の
老
人
自
書
―
―
』

長
野
県
老
後
を
し
あ

三ゎ
酎
鷺

一
す

』
≒

共
編

（銀
河
書
房
　
一
、
二
〇
〇
円
）

厚
生
省
は
毎
年
厚
生
自
書
を
出
し
て
い
る
し
、

労
働
省
婦
人
局
は
婦
人
労
働
自
書
を
発
表
す
る
。

い
ず
れ
も

一
年
の
変
化
の
足
跡
を
示
す
貴
重
な

資
料
だ
が
、　
マ
ク
ロ
的
な
調
査
が
基
本
な
の
で

一
人

一
人
の
思
い
や
息
づ
か
い
が
伝
わ

っ
て
く

る
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
行
政
が
ま

と
め
た
自
書
が

「上
か
ら
の
」
レ
ポ
ー
ト
な
ら
、

こ
の
自
書
は
ま
さ
に
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
立

場
か
ら
つ
く

っ
た

「
下
か
ら
の
」
老
入
自
書
で

あ
る
。
同
時
に
、
「老
人
問
題
か
ら
地
域
づ
く
り

へ
」
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
高
齢
者
の
存
在
を

核
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
が
共
に
生
き
る
地

域
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
人
間
宣
言
と
し
て
の

心
意
気
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

内
容
は
、
「く
ら
し
と
年
金
」
「仕
事
と
賃
金
」

「家
族
と
住
居
」
「健
康
と
医
療
」
「福
祉
と
施

熟ご

「学
習
と
社
会
参
加
」
な
ど
で
、
長
野
県
独

自
の
調
査
資
料
や
取
材
に
よ
る
生
ま
の
声
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
長
野
県
老
後
を
し
あ
わ
せ

に
す
る
会
は
、
老
人
介
護
に
倒
れ
た
主
婦
の
投

稿
か
ら
昭
和
四
十
年
に
女
性
を
中
心
に
ス
タ
ー

ト
し
た
グ
ル
ー
プ
。
佐
々
木
静
子
さ
ん

（八
十

歳
）
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
同
時
に
当
会
会

員
で
あ
る
。

（樋
口
恵
子
記
）

『男
の
冬
じ
た
く

―
―
男
や
も
め
の
生
活
と
意
見
―
―
』

森
　
茂
著

（は
ま
の
出
版
　
一
、
三
六
〇
円
）

本
書
は
六
十
五
歳
で
妻
と
死
別
、
二
人
の
息

子
さ
ん
も
あ
い
つ
い
で
海
外
勤
務
と
な
り
、
男

や
も
め
の

一
人
暮
ら
し
と
い
う

一
種
の
極
限
に

立

っ
た
著
者
が
、
そ
れ
ま
で
経
験
し
な
か

っ
た

問
題
に
直
面
し
、　
一
人
の
生
活
者
と
し
て
お
り

お
り
考
え
た
こ
と
の
記
録
で
あ
る
。
「健
康
で
心

豊
か
な
暮
ら
し
を
心
が
け
よ
う
と
意
を
固
め
た
」

著
者
に

「健
康
管
理
か
ら
生
活
全
般
に
い
た
る

諸
々
の
こ
と
が
、
私
の
思
慮
と
実
行
の
範
囲
に

-10-



入
っ
て
き
た
。
洗
濯
、
掃
除
、
衣
類
の
繕
い
な

ど
は
通
い
の
ハ
ウ
ス

。
キ
ー
パ
ー
さ
ん
に
お
願

い
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
元
締
め
は
私
の
仕
事

だ
し
、
健
康
維
持
の
た
め
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、
適
度
の
運
動
と
体
養
、
あ
る
程
度
の

刺
激
と
い
う
基
本
を
実
行
す
る
の
は
自
分
で
あ

る
。
家
事
の
専
門
家
に
先
立
た
れ
て
み
る
と
、

私
の
知

っ
て
い
る
の
は
す
き
間
だ
ら
け
、
戸
惑

い
な
が
ら
、
新
た
に
家
政
学
を
勉
強
し
、
実
行

す
る
毎
日
」
が
始
ま

っ
た
。

フ
老
齢
者
″
と
ス
タ
ン
プ
を
押
さ
れ
て
か
ら
、

老
齢
期
の
準
備
を
す
る
の
で
は
遅
い
と
思

っ
て

い
る
」
著
者
に
よ
る
生
活
の
智
恵
を
伝
え
る
実

用
書
で
あ
り
、
味
わ
い
深
い
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

（野
中
文
江
記
）

昨
秋
、
米
国
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
研
究
視
察
旅

行
中
か
ら
発
生
し
て
い
た
胆
石
が
、
暮
に
な

っ

て
急
に
悪
化
し
、
痛
む
横

っ
腹
を
抱
え
て
近
く

の
総
合
病
院
へ
駆
け
込
ん
だ
ら
、
こ
の
ま
ま
入

院
を
と
言
い
渡
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ま
ま

入
院
を
と
言
わ
れ
て
も
、
大
は
八
年
前
に
亡
く

な

っ
て
子
供
も
な
く
完
全
な

一
人
暮
ら
し
。
ど

う
し
て
も

一
度
は
帰
宅
し
て
入
院
支
度
を
し
て

来
な
け
れ
ば
と
、
無
理
無
理
医
者
を
日
説
き
落

と
し
て
、
指
定
さ
れ
た
時
間
厳
守
を
確
約
し
た

上
で
帰
宅
し
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
前

も

っ
て
頼
ん
で
お
い
た
友
人
に
附
添

っ
て
い
た

だ
い
て
入
院
し
た
の
で
あ

っ
た
。

日
頃

一
人
暮
ら
し
の
心
得
と
し
て
、
緊
急
入

院
に
備
え
て
、
寝
巻

・
下
着

。
洗
面
具

。
現
金

な
ど
は
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
、
急
場
に
間
に
合

う
よ
う
に
整
え
て
は
い
た
が
、　
い
ざ
入
院
手
続

き
の
書
類
を
記
入
す
る
段
に
な

っ
て
、
保
証
人

を
誰
に
頼
む
か
ま
で
は
考
え
て
お
か
な
か
っ
た

こ
と
に
気
が
つ
き
、
は
た
と
困

っ
た
。

手
術
承
諾
書
の
保
証
人
は
、
遺
体
を
引
き
と

る
こ
と
の
で
き
る
人

（血
縁
関
係
）
が
条
件
で

あ
る
が
、
入
院
手
続
き
の
保
証
人
は
、
病
院
の

支
払
い
の
保
証
が
で
き
る
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
思
い
き
っ
て
、
附
添
っ

て
き
て
下
さ
っ
た
友
人
に
お
願
い
し
た
ら
、
「お

互
い
の
こ
と
。
い
い
で
す
よ
」
と
、
即
座
に
快

く
引
き
受
け
て
そ
の
場
で
署
名
捺
印
し
て
下
さ
っ

た
時
に
は
、
病
気
は
も
う
半
分
治

っ
て
し
ま

っ

た
よ
う
な
心
境
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て

一
カ
月
の
入
院
生
活
に
入
っ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
病
床
で
考
え
た
こ
と
は
、
無
事

退
院
し
て
再
び
運
営
委
員
の
現
場
に
復
帰
す
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
担
当
の
オ
ー
プ

ン
ハ
ウ
ス

で
、
こ
の
問
題
を
取
り
あ
げ
話
し
合

っ
て
み
た

い
と
い
う
こ
と
で
ぁ
る
。

子
供
に
先
立
た
れ
た
り
、
連
れ
合
い
亡
き
後

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人
、
あ
る
い
は
い
つ

の
日
に
か
立
場
を
同
じ
く
す
る
人
達
と
、
胸
衿

を
開
い
て
話
し
合
い
心
許
し
て
っ
き
合
え
る
グ

ル
ー
プ
を
、
本
会
の
中
で
作
る
こ
と
が
で
き
た

ら
ど
ん
な
に
か
心
強
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

私
自
身
の
こ
と
を
、
朝
日
新
聞

（
一
九
八
四
・

二

・
一
七
付
）
で
、
女
が

一
人
に
な

っ
た
時
の

生
き
方
の
参
考
の
一
つ
と
し
て
掲
載
し
て
下
さ
っ

た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
入
院

・
緊
急
連
絡
先

・

遺
体
処
理

・
埋
葬

・
遺
言
執
行

。
遺
産
処
分
の

「お
願
い
メ
モ
」
も
、
五
年
も
経
つ
と
回
り
の

状
況
も
変
わ

っ
て
き
て
い
て
、
手
直
し
の
必
要

が
あ
る
。
私
と
同
じ
問
題
に
関
心
の
あ
る
方
、

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で
お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。
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i989年 4月 ～6月 入会者名簿

4～ 6月 住所変更者

↑↑↑↑↑↑↑TT↑↑↑T↑ T↑ TTT↑ ↑↑T,T↑↑↑↑↑T↑ ↑↑T↑ ↑↑↑

■
総
会
に
は
、
今
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

地
、
香
川
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
か
ら
大
勢
の

会
員
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
無
事
終
了
し
、

今
年
度
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
が
決
ま
り
ま
し
た
。
″お

せ
っ
た
い
の
心
″
あ
ふ
れ
る
香
川
な
ら
で
は
の

盛
り
だ
ぐ
さ
ん
の
内
容
で
す
。
参
加
申
し
込
み

の
窓
日
と
な
る
旅
行
社
か
ら
、
お
手
元
に
ご
案

内
が
届
く
頃
か
と
存
じ
ま
す
。
ご
検
討
の
上
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■
前
号
と
共
に
会
員
名
簿
を
お
送
り
い
た
し
ま

し
た
が
、
事
前
調
査
不
十
分
の
た
め
何
人
か
の

方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
日
、
正
誤
表
を
同
封
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

赦
し
下
さ
い
ま
せ
。

■
事
務
局
に
新
人
が
加
わ
り
ま
し
た
。
中
島
民

恵
と
申
し
ま
す
。
ま
だ
三
十
代
の
若
さ
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

■
次
回
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
七
月
二
四
日
で
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（西
茂
子
・
中
島
民
恵

・
長
藤
素
子
）
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